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タイトル：6Liを標的にしたΛハイパー核生成スペクトルの理論解析
要旨：
ハイパー核の構造と反応ダイナミクスの理解は、核物質中におけるハイペロンの振る舞いを探究し、ストレンジネスを含むバリオン-バリオン相互作用を
解明する上で不可欠である。特に、6Liのような軽い核を標的とした (K-, π-) および (π+, K+) 反応によるΛ生成反応スペクトルの研究は、Λハイパー核に
おけるクラスター構造や共鳴・連続状態を明らかにするための貴重な情報を与える [1,2,3]。

本研究では、(K-, π-) および (π+, K+) 反応による6Li標的からの 6
ΛLi ハイパー核生成スペクトルを、歪曲波インパルス近似 (DWIA) の枠組みに基づき

理論的に解析する [3,4]。計算には、5Li芯核に α-p および 3He-d のクラスター配置を仮定し、有効 ΛN 相互作用を芯核の密度分布で畳み込みしたΛ-芯核
ポテンシャルを用い、グリーン関数法を適用する。K- 中間子の入射運動量を 0.79 GeV/c とする (K-, π-) 反応では、計算スペクトルは実験値とよく一致
する。ほぼ無反跳のΛが生成されるため、substitutional 状態 (核子-ハイペロン置換状態) である (0p_Λ, 0p_n^(-1)) および (0s_Λ, 0s_n^(-1)) 配置
が支配的に励起される。さらに、3He+d+Λ 閾値近傍の EΛ = 13.8 MeV に、スピン・パリティ JP = 1+ をもつ高励起状態に対応する鋭いピークが確認さ
れる [4]。一方、π+ 中間子の入射運動量を 1.05 GeV/c とする (π+, K+) 反応では、計算スペクトルは実験データをよく再現する。運動量移行 q が 360-
-400 MeV/c と大きいため、4

ΛHe+d のクラスター構造をもつ配置が、閾値近傍およびそれ以上のΛ連続状態の記述に重要な役割を果たすことが分かる。
さらに、本解析から、4

ΛHe ハイパー核は 4
ΛHe+d チャネルの JP = 3+, 2+, 1+ の D 波共鳴 (L = 2) を通じて顕著に生成されることが明らかになる。こ

れらの結果は、6Li(π+, K+) 反応において、4
ΛHe+d クラスター構造を介した 4

ΛHe ハイパーフラグメント生成機構の理論的示唆を与えるものである [5]。
以上より、本研究は、実験データからハイパー核状態の構造や生成機構に関する情報を抽出するための有効な理論的枠組みを提供し、得られた知見は

J-PARC や JLab における将来の実験計画に対する指針となる。
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